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§１ 研究実施内容 

計算機の発展とともに大規模数値解析が可能になったものの、計算結果データファ

イルのサイズが膨大になり、計算データの転送，可視化・分析などの後処理，中長期

的保存が困難になる問題が起きている。解決方法としてデータ圧縮があるが、zlib 等

の従来手法では十分な圧縮率が得られないことが多い。JHPCN-DF は、汎用の圧縮ア

ルゴリズムでは圧縮しづらい科学技術計算の浮動小数点数データに対し、下位ビット

をゼロパディングし、ハフマン符号化などの圧縮効率を高める技術である。ゼロパデ

ィングは指定する許容誤差内で行い、許容誤差は可視化や分析など目的にあわせて指

定する。そこで、利用目的に応じた許容誤差を満たす範囲で浮動小数点数の下位ビッ

トをゼロで埋込む JHPCN-DF 技法（Hagita et al., ‘14）に着目し、大規模 FEA への応用

と有効性評価に関する研究を行った。 

 

§２ 研究成果の概要 

線形弾性体の FEA を対象に JHPCN-DF の有効性を検証した。その結果、画像類似度

99%以上と可視化結果に影響を与えることなく、圧縮率 80％以上が得られることを示し

た【業績 1】。これにより，1 億自由度規模構造解析データを可視化や分析に有用な情報

を保持したままで 1/5 以下に圧縮することに成功し(図 1)、ポスト京時代におけるデー

タ保存に有効な技術であることが示された。 

また、後処理（応力計算）に影響を与えない許容誤差の目安を明らかにし、そのとき

に圧縮率 65％以上が得られることを示した。さらに、動的解析のリスタートデータ（変

位、速度、加速度）に与える影響を調査し、リスタート頻度に応じた適切な許容誤差を

設定することで計算精度に影響することなくリスタートファイルサイズを削減可能で

あることを見出した（図２）。 

 
図 1 JHPCN-DF の許容誤差が 

可視化結果に与える影響 

 
図 2 JHPCN-DF の許容誤差が 

計算精度に与える影響 
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